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第 78回 通常総会については，令和 3年 6月 23日（水），明治記念館 2階「蓬莱の間」においてWEB併用
で開催された．（新型コロナウイルス感染症対策のため，来賓はなし．）
本総会では，議案として，承認事項として 3議案，報告事項 3議案について諮られ，異議なく了承・承認さ
れた．
本総会の議事概要は，次のとおりである．

第 78 回 通 常 総 会 の 開 催

会議報告

第 78回 通常総会の議事概要

Ⅰ 日 時： 令和 3年 6月 23日（水） 13：30～16：30

Ⅱ 場 所： 明治記念館 2階「蓬莱の間」
Ⅲ 出席者： （＊はオンラインによる出席者）

1 正会員 全国 55都道府県市獣医師会
（会場出席 12，WEB出席 24，議決権行
使書のみは 19地方獣医師会）

2 日本獣医師会
【会 長】 藏内勇夫
【副 会 長】 砂原和文＊

村中志朗
境 政人（兼専務理事）

【地区理事】 髙橋 徹（北海道地区）
浦山良雄（東北地区）＊

鳥海 弘（関東地区）
安田辰巳（東京地区）
宮野浩一郎（中部地区）＊

玉井公宏（近畿地区）
木原敏博（中国地区）＊

篠原公七（四国地区）
草場治雄（九州地区）＊

【職域理事】 佐藤れえ子（学術・教育・研究）＊

西川治彦（産業動物臨床）＊

大林清幸（小動物臨床）＊

横尾 彰（家畜共済）
仲山美樹子（家畜防疫・衛生）＊

加地祥文（公衆衛生）
佐伯 潤（動物福祉・愛護）

【特任理事】 栗本まさ子
【監 事】 宇佐美 晃＊

小山田富弥＊

柴山隆史＊

【顧 問】 酒井健夫
Ⅳ 議 事：
第 1号議案 令和 2年度 事業報告の件（報告事項）
第 2号議案 令和 2年度 決算の件（承認事項）

第 3号議案 令和 3年度 事業計画の件（報告事項）
第 4号議案 令和 3年度 予算の件（報告事項）
第 5号議案   令和 3年度 会費及び賛助会費の件 

（承認事項）
第 6号議案 役員選任の件（承認事項）

Ⅴ 総会概要：
【開 会】
古賀事務局長から，定款第 20条の規定に基づき，正
会員である地方獣医師会の過半数が出席しており，本総
会が成立する旨が告げられ，開会した．その後，日本獣
医師会・獣医師倫理綱領「獣医師の誓い ─ 95年宣言」
が朗誦された．

【会長挨拶】
藏内会長から開会挨拶が行われた（巻頭言参照）．

【祝電披露】
今回の総会では，新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止の観点から，来賓及び賛助会員の方々の臨席は見
合わせることとさせていただいた旨紹介され，来賓予定
だった次の皆様からの祝電が披露された．
・自由民主党獣医師問題議員連盟会長 衆議院議員
麻生太郎 先生

藏内会長挨拶
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・公明党獣医師問題議員懇話会会長 衆議院議員  

斉藤鉄夫 先生
・公益社団法人 日本医師会会長 中川俊男 様
・公益社団法人 中央畜産会会長 森山 𥙿 様

【獣医師会職員永年勤続表彰】
獣医師会の永年勤続職員に対して次のとおり表彰が行
われた．
・30年勤続表彰
都鳥直子（北海道獣医師会）
武田美和（新潟県獣医師会）
古賀俊伸（日本獣医師会）

【議長・副議長選出】
会長が仮議長となり，議長・副議長の選出について

「仮議長一任」の声を受け，次の 2名を議長・副議長に
選出した．
議 長 森 尚志（京都市獣医師会長）
副議長 笠松豊乗（山梨県獣医師会長）

【議 事】
議長により次のとおり議案審議が進められた．

《第 1号議案 令和 2年度事業報告の件（報告事項）》
境副会長兼専務理事から，令和 2年度の事業報告につ

いて重点事項が説明され，報告された．

《第 2号議案 令和 2年度決算の件（承認事項）》
境副会長兼専務理事から，令和 2年度の決算書類（別
記 1）について説明された．その後，柴山監事から，決算
監査報告書（令和 3年 5月 26日付け）及び監査所見が
述べられ，決算報告書について全正会員から承認された．

《第 3号議案 令和 3年度事業計画の件（報告事項）》
《第 4号議案 令和 3年度予算の件（報告事項）》
1 第 3号議案，第 4号議案は，関連議案として一括上
程され，境副会長兼専務理事から令和 3年度事業計画
（別記 2）及び収支予算（別記 3）について，昨年度と
大きく異なる事項を中心に説明が行われ，報告された．

2 以下の質疑応答がなされた．
（1）指定登録機関に指定された件について
ア これまで他の機関で実施していたマイクロチップ
の登録業務との関係性について質疑が出された．
イ 回答として，動物の愛護及び管理に関する法律に
基づく指定登録機関は本会単独となったことから，
他団体が所有するデータの取扱い（どのように整合
性をとるのか，データ移行の段取りをどのようにす
るか等）について，環境省の指導の下で今後しっか
りと検討する旨，説明された．

（2）新型コロナウイルスのワクチン接種について
ア 諸外国では獣医師もワクチン接種を支援している
事例に鑑み，獣医師会としても接種支援の姿勢を示
すべきである旨の意見があった．
イ 臨床獣医師はワクチン接種の知識・技術ともに十
分な能力を有していると考えられ，国から要請があ
れば支援協力する意向である旨農林水産省に伝えて
いること，そして，獣医師によるワクチン接種支
援を行うためには，法令違反とならない法的措置を
講じることと，国民に理解していただくことが必要
である旨が説明された．

《  第 5号議案 令和 3年度会費及び賛助会費の件（承認
事項）》

1 境副会長兼専務理事から令和 3年度 会費及び賛助会
費について説明された．

2 質疑応答として，会費の徴収における休会者の取扱
いについて質問があり，総務委員会で検討を進めてい
るが，休会者は会員構成獣医師割 6千円について免除
する方針である旨説明された後，異議なく承認された．

《第 6号議案 役員選任の件（承認事項）》
境副会長兼専務理事から，役員定数，任期，候補者の
公示期日，選任方法について説明された後，令和 3年度
第 1回理事会で選任された役員候補者名簿が示され，各
候補者それぞれについて承認が諮られ，全員異議なく承
認された．新たに選任された役員は以下のとおり．

1 理 事
藏内勇夫（会 長／福岡県議会議員）

砂原和文（副会長／秋田県獣医師会会長）
村中志朗（副会長／東京都獣医師会会長）

永年勤続者表彰
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境 政人（副会長兼専務理事）
髙橋 徹（北海道地区理事／北海道獣医師会会長）
浦山良雄（東北地区理事／福島県獣医師会会長）
鳥海 弘（関東地区理事／神奈川県獣医師会会長）
上野弘道（東京地区理事／東京都獣医師会業務執行理事）
石黒利治（中部地区理事／岐阜県獣医師会会長）
𠮷岡 豊（近畿地区理事／奈良県獣医師会会長）
田中尚秋（中国地区理事／山口県獣医師会会長）
佐野明彦（四国地区理事／高知県獣医師会会長）
草場治雄（九州地区理事／福岡県獣医師会会長）
佐藤れえ子（学術・教育・研究職域理事／岩手大学名誉教授）
西川治彦（産業動物臨床職域理事／北海道獣医師会前副会長）
大林清幸（小動物臨床職域理事／北九州市獣医師会元副会長）
横尾 彰（家畜共済職域理事／株式会社共済薬事専務取締役）
宮澤 隆（  家畜防疫・衛生職域理事／長野県松本家畜保健

衛生所所長）

加地祥文（公衆衛生職域理事／日本食品衛生協会常務理事）
佐伯 潤（動物福祉・愛護職域理事／大阪府獣医師会会長）
栗本まさ子（特任理事／日本乳業技術協会代表理事）

2 監 事
宇佐美 晃（茨城県獣医師会会長）
小山田富弥（青森県獣医師会会長）
柴山隆史（滋賀県獣医師会会長）

【議長・副議長の退任挨拶】
議長・副議長から退任に際して円滑な審議への感謝が
述べられた．

【日本獣医師連盟報告 小松泰史副委員長】
日本獣医師連盟の小松泰史副委員長から，当日欠席と
なった北村直人委員長による活動報告が代読された．

「日本獣医師会第 78回通常総会が，多くの皆様の出席
のもとで盛大に開催されますことをお祝い申し上げます．
日頃より，本日ご臨席の地方獣医師会会長を初めとす
る会員の皆様方には，獣医師連盟の活動に格別のご高
配を賜り，心より感謝申し上げます．
新型コロナウイルス感染症に対する各地での緊急事態
宣言は解除され，オリンピックの開催に向けた準備が進
められる一方で，国内感染の再拡大が不安視されていま
す．全国でのワクチン接種が順調に進み，本感染症が一
日も早く終息することを期待しています．
さて，日本獣医師会の長年の懸案事項であった販売用
の犬猫へのマイクロチップの装着及び登録義務化が実現
し，先日環境大臣からマイクロチップの指定登録機関に
指定されました．また新しく制定された愛玩動物看護師
法については，4月 8日に開催された超党派の愛玩動

物を対象とした動物看護師の国家資格化を目指す議員連
盟の総会において新法が円滑に施行できるよう関係各所
に働きかけることが確認されたところです．
一方，立憲民主党においては，獣医師・獣医療・ワン
ヘルス政策議員連盟が設立され，設立総会で選任された
郡司 彰会長からは，獣医師・獣医療に関する課題につ
いて，ワンヘルスの概念を実践する中で解決を図ること
として関係各所一体となって取り組んでいくとの挨拶が
ありました．このように，われわれ獣医師をめぐる環境
が変化する中で政治的課題への対応には一層の進展がみ
られ，これもひとえに，本連盟と車の両輪となって活
動を推進してこられた日本獣医師会をはじめ，各地方獣
医師会，地方獣医師連盟の皆様のご理解とご支援の成果
であると深く感謝しております．
加えて，自由民主党の獣医師問題議員連盟，動物愛護
議員連盟，ペット関連産業・人材育成議員連盟，公明党
の獣医師・動物看護師議員懇話会，超党派の犬猫の殺処
分ゼロをめざす動物愛護議員連盟等，多くの議員連盟の
先生方にご尽力をいただいております．
先生方の選出地域の地方獣医師会におかれましては，
くれぐれもよろしくお伝えいただきますとともに，各先
生方へのご支援についてもよろしくお願い申し上げます．
今年から来年にかけての政治日程をみると大変重要な
事案が続いています．まず，7月 4日には東京都議選が
行われ，東京オリンピック・パラリンピックをはさん
で，9月末には菅総理大臣が自民党総裁任期満了を迎え，
10月 21日には衆議院が任期満了となります．現在のと
ころ，衆議院議員選挙の日程は不透明ですが，オリン
ピック・パラリンピックの開催，衆議院任期満了の時期
に加え，新型コロナウイルスの感染拡大状況やワクチン
接種等の感染対策の実施状況等をにらんでの決定になる
と思われます．
さらに，来年夏には参議院議員選挙が予定されてお
り，今後一年は非常に重要な時期となります．今後のわ
が国の政治体制に大きな影響を及ぼすこれらの選挙にわ
れわれ獣医師の視点，そして国民の視点から，地方獣医
師連盟と日本獣医師連盟が，地方獣医師会と日本獣医師
会と連携しながら一体となって対応してまいりますの
で，何卒ご協力のほどよろしくお願いいたします．
結びに，日本獣医師会及び地方獣医師会のますますの
ご発展，本日ご参会の皆様方のますますのご健勝を祈念
いたしまして，日本獣医師連盟からのご報告とさせてい
ただきます．
令和 3年 6月23日 日本獣医師連盟委員長 北村直人」
代読，小松泰史でございました．

【神戸市獣医師会 中島克元会長挨拶】
令和 3年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会の開催
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地である神戸市獣医師会の中島克元会長から，以下の挨
拶が行われた．
「令和 4年 1月 21日から 23日に神戸において獣医学
術学会年次大会を開く運びとなりました．微力ながら
力を尽くして対応いたします．神戸市においては，新型
コロナウイルス感染症は徐々に下火になっており，ワク
チン接種も進んでいることから，来年の開催予定日には
まん延状況は落ち着きをみせるだろうと考えています．
良い年次大会になるよう尽力いたします．」

【閉 会】
古賀事務局長から令和 3年度 第 78回通常総会の閉
会が告げられた．この後，別室にて新役員による第 3回
理事会を開催し，代表理事，執行理事を決定し，その結
果をこの会場で発表する旨説明された．

【役員選定結果等】
副会長兼専務理事に選任された境理事から，第 3回理
事会の結果を受けて，今期の会長，副会長，地区選出理
事，職域選出理事，特任理事及び監事の氏名が読み上げ
られた（460ページ参照）後，顧問として北村直人氏及
び酒井健夫氏が就任された旨報告された．

【会長就任挨拶】
新たな任期において，代表理事である会長に就任した
藏内会長から以下の挨拶が行われた．
「新しく就任した役員を代表して，ひと言御礼と御挨
拶を申し上げます．
先ほど第 78回通常総会で満場一致で私どもの役員選

任のご承認をいただき，第 3回理事会において役職を決
定いただきました．これまで，皆様方には長い間ご理解
とご支援を賜ってまいりました．重ねて厚く御礼を申し
上げますとともに，この先の任期 2年間，獣医界の舵取
りをしっかりとさせていただきたいと思います．
特に今回の役員構成の中で，顧問である北村直人先生
と酒井健夫先生には，ご無理を申し上げ今期も就任をい
ただくことができました．お二人の先生には，これまで
も大変貴重なご支援，ご指導を頂戴しておりましたが，

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます．
この 1年間を振り返りますと，コロナ惨禍の中で地方
獣医師会の皆様にも大変ご苦労とご迷惑をおかけしてま
いりました．獣医学術学会年次大会の中止等ございまし
たが，WEBと対面併用の会議等を行わせていただきま
した．なかには国際会議等もございましたが，国の内外
で多くの参加者のもとに有意義な会議を行うことができ
ました．ひとえに，地方獣医師会の皆様のおかげでござ
いまして，改めて御礼を申し上げます．
私どもは withコロナ，ポストコロナ時代の新たな仕
組みを考えなければならないと思っています．とくに，
これからの時代では「ワンヘルス」が人間だけでなく地
球上に生きる全ての生物の大きなキーワードになってく
るのではないかと思っています．そのことを今後しっか
り実践してまいりたいと思います．
日本獣医師連盟とともに，車の両輪として動物愛護法
の改正に伴うマイクロチップの義務化や愛玩動物看護師
の新たな制度設定などの日本獣医師会が抱える課題解決
に取り組んでまいりました．とくに改正動物愛護法のマ
イクロチップの義務化に関しては，振り返れば日本獣医
師会で 30年間論議を重ねてまいりました．今日，この
ような成果を得られたのは，本会と地方獣医師会が一体
となって問題に取り組んでこられたこと，そして獣医師
連盟と車の両輪で問題解決に取り組めたこと，それらが
成果につながったと考えております．
私の信条として，目標を立て，自分の夢を描いたら，
その夢を捨てないこと．目標が達成できない，夢が実現
しないというのは，自分の心の中で夢を捨てたときであ
ると思っております．これからもこういった信念のもと
に，獣医師の処遇改善，あるいは獣医学教育の改善・充
実等，大きな課題に取り組んでまいりたいと考えており
ます．
私たちの活動の原点は，地方獣医師会との連携と信頼
であり，このことも引き続きしっかりと堅持させていた
だきたいと思います．どうか今後とも，われわれと執行
部に対して温かいご支援とご指導を賜りますよう会員の
皆様含め関係者の方へお願いを申し上げ，新しい会長就
任の挨拶とさせていただきます．」
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〔
別
記
1〕

令
和
2
年
度
正
味
財
産
増
減
計
算
書

自
令
和
2
年
4
月
1
日

至
令
和
3
年
3
月
31
日

（
単
位
：
円
）

科
目

当
年
度

前
年
度

増
減

Ⅰ
一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

1
経
常
増
減
の
部

（
1）
経
常
収
益

ア
基
本
財
産
運
用
益

86
,4
19

,8
00

85
,6
56

,4
20

76
3,
38
0

ア
 貸
室
料
収
益

81
,5
95

,8
00

80
,8
54

,0
20

74
1,
78
0

イ
 駐
車
料
収
益

2,
37
6,
00
0

2,
35
4,
40
0

21
,6
00

ウ
 地

代
2,
44
8,
00
0

2,
44
8,
00
0

0
イ
特
定
資
産
運
用
益

9,
83
6,
53
1

9,
88
5,
15
8

△
48

,6
27

ア
 特
定
資
産
受
取
利
息

9,
83
6,
53
1

9,
88
5,
15
8

△
48

,6
27

ウ
受
取
会
費

15
5,
46
5,
00
0

15
7,
57
2,
00
0

△
2,
10
7,
00
0

ア
 会
員
会
費

15
2,
83
0,
00
0

15
4,
91
2,
00
0

△
2,
08
2,
00
0

イ
 賛
助
会
員
会
費

2,
63
5,
00
0

2,
66
0,
00
0

△
25

,0
00

エ
事
業
収
益

35
2,
16
5,
29
4

36
5,
11
5,
64
9

△
12

,9
50

,3
55

ア
 獣
医
師
・
獣
医
療
倫
理
向
上
対
策
事
業
収
益

10
,9
60

,9
39

11
,6
00

,4
62

△
63
9,
52
3

イ
 動
物
福
祉
適
正
管
理
施
策
支
援
事
業
収
益

30
1,
84
1,
81
5

28
7,
73
5,
97
6

14
,1
05

,8
39

ウ
 情
報
等
提
供
対
応
事
業
収
益

0
0

0
エ

 獣
医
学
術
振
興
・
人
材
育
成
事
業
収
益

9,
20
0,
49
2

10
,3
16

,9
78

△
1,
11
6,
48
6

オ
 学
会
年
次
大
会
事
業
収
益

0
32

,4
50

,8
38

△
32

,4
50

,8
38

カ
 福
祉
共
済
事
業
収
益

18
,2
60

,7
78

16
,4
11

,3
95

1,
84
9,
38
3

キ
 生
産
資
材
安
全
確
保
対
策
委
託
事
業
収
益

11
,9
01

,2
70

6,
60
0,
00
0

5,
30
1,
27
0

オ
受
取
助
成
金
等

21
0,
15
7,
16
3

17
9,
38
1,
53
3

30
,7
75

,6
30

ア
 日
本
中
央
競
馬
会
賛
助
金

10
0,
00
0

10
0,
00
0

0
イ

 獣
医
事
対
策
等
普
及
啓
発
協
賛
金

90
0,
00
0

15
,2
75

,4
28

△
14

,3
75

,4
28

ウ
 新
規
獣
医
師
臨
床
研
修
促
進
事
業
助
成
金

2,
52
2,
35
3

5,
28
7,
00
0

△
2,
76
4,
64
7

エ
 管
理
獣
医
師
等
育
成
支
援
事
業
助
成
金

19
,0
95

,8
93

19
,0
68

,1
05

27
,7
88

オ
 広
域
獣
医
療
体
制
整
備
対
策
事
業
助
成
金

3,
06
3,
91
7

10
,0
00

,0
00

△
6,
93
6,
08
3

カ
 ア
ジア
地域
臨床

獣医
師等

総合
研修

事業
助成

金
18
4,
47
5,
00
0

12
9,
65
1,
00
0

54
,8
24

,0
00

カ
受
取
寄
附
金

17
,0
51

,3
67

6,
03
6,
71
2

11
,0
14

,6
55

ア
 北
海道

胆振
東部

地震
動物

救護
活動

等支
援金

振替
2,
05
9,
79
7

65
6,
41
0

1,
40
3,
38
7

イ
 西
日
本
豪
雨
災
害
動
物
救
護
活
動
等
支
援
金
振
替

2,
69
1,
79
5

3,
32
6,
99
6

△
63
5,
20
1

ウ
 令
和元

年台
風災

害動
物救

護活
動等

支援
金振

替
10

,2
90

,0
95

0
10

,2
90

,0
95

（
単
位
：
円
）

科
目

当
年
度

前
年
度

増
減

エ
 受
取
寄
附
金

2,
00
9,
68
0

2,
05
3,
30
6

△
43

,6
26

キ
雑
収
益

2,
04
1,
72
0

1,
84
9,
27
3

19
2,
44
7

ア
 受
取
利
息

1,
37
7

1,
89
8

△
52
1

イ
 雑

収
益

2,
04
0,
34
3

1,
84
7,
37
5

19
2,
96
8

経
常

収
益

計
83
3,
13
6,
87
5

80
5,
49
6,
74
5

27
,6
40

,1
30

（
2）
経
常
費
用

ア
事
業
費

75
2,
02
8,
71
6

80
4,
31
3,
69
4

△
52

,2
84

,9
78

ア
 役
員
報
酬

16
,7
72

,0
00

17
,3
94

,4
00

△
62
2,
40
0

イ
 給

与
費

10
4,
84
8,
58
3

10
8,
86
6,
79
3

△
4,
01
8,
21
0

ウ
 役
員
退
職
慰
労
金

0
11
9,
08
1

△
11
9,
08
1

エ
 職
員
退
職
給
付
金

45
4,
48
7

0
45
4,
48
7

オ
 福
利
厚
生
費

16
,7
68

,9
03

17
,8
33

,4
46

△
1,
06
4,
54
3

カ
 会

議
費

1,
19
5,
42
7

13
,9
45

,6
86

△
12

,7
50

,2
59

キ
 旅
費
交
通
費

12
,5
00

,7
63

72
,1
11

,8
83

△
59

,6
11

,1
20

ク
 通
信
運
搬
費

60
,4
79

,1
68

59
,4
08

,3
13

1,
07
0,
85
5

ケ
 減
価
償
却
費

21
,4
80

,4
29

21
,7
45

,4
78

△
26
5,
04
9

コ
 消
耗
備
品
費

3,
22
8,
72
7

1,
26
1,
58
4

1,
96
7,
14
3

サ
 消
耗
品
費

13
,4
61

,0
45

6,
33
4,
35
5

7,
12
6,
69
0

シ
 仕

入
費

81
7,
51
6

13
0,
98
7

68
6,
52
9

ス
 修

繕
費

2,
97
5,
73
7

60
1,
37
7

2,
37
4,
36
0

セ
 資
料
図
書
費

43
4,
16
7

44
7,
07
2

△
12

,9
05

ソ
 印
刷
製
本
費

51
,7
96

,9
14

63
,3
26

,9
59

△
11

,5
30

,0
45

タ
 水
道
光
熱
費

68
6,
29
3

75
1,
80
2

△
65

,5
09

チ
 賃

借
料

28
,4
85

,7
45

19
,9
46

,5
04

8,
53
9,
24
1

ツ
 支
払
保
険
料

15
5,
94
4

15
5,
94
4

0
テ

 支
払
報
酬

13
,3
72

,6
09

13
,3
35

,7
74

36
,8
35

ト
 慶

弔
費

2,
11
3,
71
0

2,
17
2,
59
6

△
58

,8
86

ナ
 表

彰
費

1,
60
7 ,
11
4

1,
81
9,
13
2

△
21
2,
01
8

ニ
 維
持
管
理
費

24
,3
62

,9
29

24
,1
76

,1
50

18
6,
77
9

ヌ
 租
税
公
課

19
,2
34

,2
47

17
,7
38

,3
34

1,
49
5,
91
3

ネ
 支
払
負
担
金

19
3,
60
6

1,
07
8,
89
4

△
88
5,
28
8
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（
単
位
：
円
）

科
目

当
年
度

前
年
度

増
減

ノ
 支
払
手
数
料

83
,1
55

,7
84

82
,0
62

,3
52

1,
09
3,
43
2

ハ
 普
及
啓
発
活
動
費

5,
27
0,
65
0

5,
34
3,
78
0

△
73

,1
30

ヒ
 事
業
運
営
費

13
,3
79

,1
64

75
,5
69

,1
28

△
62

,1
89

,9
64

フ
 委

託
費

11
4,
47
7,
22
8

14
0,
07
4,
71
2

△
25

,5
97

,4
84

ヘ
 支
払
寄
附
金

13
,1
27

,6
95

2,
75
6,
41
0

10
,3
71

,2
85

ホ
 助
成
金
返
還
支
出

10
9,
06
8,
13
7

18
,4
81

,8
46

90
,5
86

,2
91

マ
 賞
与
引
当
金
繰
入
額

7,
50
6,
03
4

6,
28
7,
02
8

1,
21
9,
00
6

ミ
 役
員
退
職
慰
労
引
当
金
繰
入
額

1,
73
7,
00
0

1,
65
8,
83
5

78
,1
65

ム
 職
員
退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額

6,
44
4,
59
1

6,
41
1,
11
7

33
,4
74

メ
 雑

費
43
6,
37
0

96
5,
94
2

△
52
9,
57
2

イ
管
理
費

58
,5
17

,0
23

55
,7
85

,6
08

2,
73
1,
41
5

ア
 役
員
報
酬

7,
00
8,
00
0

6,
87
5,
60
0

13
2,
40
0

イ
 給

与
費

15
,8
05

,7
11

15
,6
91

,4
50

11
4,
26
1

ウ
 役
員
退
職
慰
労
金

0
35

,1
69

△
35

,1
69

エ
 職
員
退
職
給
付
金

68
,5
13

0
68

,5
13

オ
 福
利
厚
生
費

2,
60
1,
63
7

2,
62
5,
34
3

△
23

,7
06

カ
 会

議
費

3,
43
5,
98
6

3,
43
3,
91
4

2,
07
2

キ
 旅
費
交
通
費

1,
73
4,
69
6

1,
63
1,
93
1

10
2,
76
5

ク
 通
信
運
搬
費

60
7,
88
1

19
6,
24
7

41
1,
63
4

ケ
 減
価
償
却
費

2,
59
1,
87
2

2,
42
1,
16
8

17
0,
70
4

コ
 消
耗
備
品
費

23
3,
98
4

10
0,
91
7

13
3,
06
7

サ
 消
耗
品
費

1,
26
7,
07
6

29
6,
58
4

97
0,
49
2

シ
 修

繕
費

43
6,
80
5

66
,3
63

37
0,
44
2

ス
 資
料
図
書
費

22
,6
94

10
,7
81

11
,9
13

セ
 印
刷
製
本
費

34
3,
20
0

42
8,
32
5

△
85

,1
25

ソ
 水
道
光
熱
費

10
0,
74
0

96
,7
55

3,
98
5

タ
 賃

借
料

39
8,
04
9

24
4,
24
4

15
3,
80
5

チ
 支
払
保
険
料

46
,0
56

46
,0
56

0
ツ

 支
払
報
酬

48
2,
25
6

46
7,
72
0

14
,5
36

テ
 慶

弔
費

1,
20
8

92
,6
36

△
91

,4
28

ト
 表

彰
費

9,
79
0

10
,3
68

△
57
8

ナ
 交

際
費

47
,0
80

71
9,
60
4

△
67
2,
52
4

ニ
 維
持
管
理
費

10
,5
26

,9
32

10
,4
46

,6
55

80
,2
77

ヌ
 租
税
公
課

2,
13
7,
96
1

2,
15
0,
93
4

△
12

,9
73

ネ
 支
払
負
担
金

4,
28
5,
95
1

4,
19
6,
25
3

89
,6
98

ノ
 支
払
手
数
料

32
1,
18
9

21
0,
68
0

11
0,
50
9

（
単
位
：
円
）

科
目

当
年
度

前
年
度

増
減

ハ
 委

託
費

67
6,
48
8

17
0,
91
4

50
5,
57
4

ヒ
 賞
与
引
当
金
繰
入
額

1,
13
1,
51
8

94
7,
75
7

18
3,
76
1

フ
 役
員
退
職
慰
労
引
当
金
繰
入
額

51
3,
00
0

48
9,
91
5

23
,0
85

ヘ
 職
員
退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額

97
1,
50
9

96
6,
46
3

5,
04
6

ホ
 雑

費
70
9,
24
1

71
4,
86
2

△
5,
62
1

経
常

費
用

計
81
0,
54
5,
73
9

86
0,
09
9,
30
2

△
49

,5
53

,5
63

当
期
経
常
増
減
額

22
,5
91

,1
36

△
54

,6
02

,5
57

77
,1
93

,6
93

2
経
常
外
増
減
の
部

（
1）
経
常
外
収
益

雑
収
益

0
0

0
経
常
外
収
益
計

0
0

0
（
2）
経
常
外
費
用

貸
倒
損
失

0
0

0
過
年
度
調
整
額

0
0

0
経
常
外
費
用
計

0
0

0
当
期
経
常
外
増
減
額

0
0

0
他
会
計
振
替
額

0
0

0
税
引
前
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

22
,5
91

,1
36

△
54

,6
02

,5
57

77
,1
93

,6
93

法
人

税
等

70
,0
00

70
,0
00

0
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

22
,5
21

,1
36

△
54

,6
72

,5
57

77
,1
93

,6
93

一
般
正
味
財
産
期
首
残
高

2,
34
3,
51
5,
93
3

2,
39
8,
18
8,
49
0

△
54

,6
72

,5
57

一
般
正
味
財
産
期
末
残
高

2,
36
6,
03
7,
06
9

2,
34
3,
51
5,
93
3

22
,5
21

,1
36

Ⅱ
指
定
正
味
財
産
増
減
の
部

（
1）
受
取
寄
附
金

9,
22
4,
62
2

10
,2
00

,2
62

△
97
5,
64
0

ア
令
和
元
年
台
風
災
害
動
物
救
護
活
動
等
支
援
金

89
,8
33

10
,2
00

,2
62

△
10

,1
10

,4
29

イ
令
和
2年
豪
雨
災
害
動
物
救
護
活
動
等
支
援
金

9,
13
4,
78
9

0
9,
13
4,
78
9

（
2）
特
定
資
産
運
用
益

0
0

0
ア
特
定
資
産
受
取
利
息

0
0

0
（
3）
一
般
正
味
財
産
へ
の
振
替
額

15
,0
41

,6
87

3,
98
3,
40
6

11
,0
58

,2
81

ア
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
動
物
救
護
活
動
等
支
援
金

2,
05
9,
79
7

65
6,
41
0

1,
40
3,
38
7

イ
西
日
本
豪
雨
災
害
動
物
救
護
活
動
等
支
援
金

2,
69
1,
79
5

3,
32
6,
99
6

△
63
5,
20
1

ウ
令
和
元
年
台
風
災
害
動
物
救
護
活
動
等
支
援
金

10
,2
90

,0
95

0
10

,2
90

,0
95

当
期
指
定
正
味
財
産
増
減
額

△
5,
81
7,
06
5

6,
21
6,
85
6

△
12

,0
33

,9
21

指
定
正
味
財
産
期
首
残
高

14
,9
51

,8
54

8,
73
4,
99
8

6,
21
6,
85
6

指
定
正
味
財
産
期
末
残
高

9,
13
4,
78
9

14
,9
51

,8
54

△
5,
81
7,
06
5

Ⅲ
正
味
財
産
期
末
残
高

2,
37
5,
17
1,
85
8

2,
35
8,
46
7,
78
7

16
,7
04

,0
71
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Ⅰ 実 施 方 針

このたびの新型コロナウイルス感染症の感染拡大は，
医療や社会経済に多大なる影響をもたらした．本会も感
染防御を第一に，事務所の一時閉鎖及び在宅勤務の実
施，獣医学術学会年次大会等の中止，総会等会議の書面
開催またはWeb開催等を余儀なくされた．この新型コ
ロナウイルス感染症も動物由来の人と動物の共通感染症
と言われており，その対策を講じるうえで，人と動物の
健康及び環境保全を一体的に推進するワンヘルスアプ
ローチの重要性が一層高まっている．
日本獣医師会では，国境を超えて広範な地域にまん延
する人と動物の共通感染症や薬剤耐性（AMR）問題の
拡大が懸念される中，平成 22年に「動物と人の健康は
一つ。そして、それは地球の願い。」という活動指針を
採択してワンヘルスの考え方を取り入れ，平成 25年に
は日本医師会との学術協定を締結するとともに，地域に
おける医師と獣医師の連携活動を推進する等関係者の情
報共有を促進してきた．
一方，平成 30年，岐阜県においてわが国で 26年ぶ
りとなる豚熱（CSF）が発生し，国内に感染が拡大した．
野生イノシシにおいても本病の感染が確認されて感染地
域が拡大したことを受け，国内の飼育豚においても限定
的なワクチン接種が実施されているが，未だ感染が収束
しない状況にある．また，中国をはじめ韓国等アジア地
域の近隣諸国ではアフリカ豚熱（ASF）の発生も拡大し，
わが国への侵入が懸念されるほか，令和 2年冬季には高
病原性鳥インフルエンザの国内での感染が拡大している．
また，令和元年 6月には，日本獣医師会及び地方獣医
師会が長年にわたって検討し，要請を続けてきた動物愛
護管理法の改正による販売用の犬・猫へのマイクロチッ
プの装着・登録の義務化，及び愛玩動物看護師法の新規
制定が実現した．今後は，これらの二つの新制度が人と
動物の共生社会の構築に向けて真に国民全体の利益向上
に繋がるよう，改正法及び新法の適正な運用に尽力し，
協力していく必要がある．
このほか，勤務獣医師の処遇改善による獣医師の職
域・地域の偏在の解消，女性獣医師の活躍推進，災害時
動物救護体制の確立，獣医学教育の改善・充実等につい
て，部会委員会におけるこれまでの議論を一層発展させ
て具体的な対応策を検討し，適宜実行していくこととし
ている．
また，国際交流事業については，第 2回世界獣医師会-
世界医師会“One Health”に関する国際会議において

合意された福岡宣言を受け，国内のみでなく海外へもワ
ンヘルスの推進に関する情報発信を行っている．また，
本会は世界獣医師会（WVA）及びアジア獣医師会連合
（FAVA）の会員国として，さらに東アジア三カ国獣医師
会の覚書に基づき国際交流活動に積極的に取り組むとと
もに，アジア地域臨床獣医師等総合研修事業を通じて一
層国際的な信頼を得られるよう努めてきたところである．
このようなわが国の国際貢献が認められ，令和元年

10月に開催された FAVA代表者会議において令和 4年
に開催が予定されている第 21回 FAVA大会の福岡県へ
の誘致が満場一致で可決された．また，令和 2年 10月
の FAVA代表者会議においては本会藏内会長が FAVA

副会長に就任した．今後第 21回 FAVA大会の開催準備
と令和 4年度獣医学術学会年次大会の同時開催に向けた
準備を鋭意進めていくこととしている．
さらに，本会の組織強化のため，地方獣医師会におけ
る組織率の向上を図るとともに，一般市民向け及び地方
獣医師会・会員構成獣医師向けの広報を強化し，情報提
供体制を充実させるとともに，英語版ホームページを通
じて国際的な情報提供体制の充実を図っている．また，
本会の財政基盤の強化のために，収益事業にも積極的に
取り組むこととしている．
以下に，本年度における重点的な取組み事項を示す．

1 事業推進特別委員会による検討
「福岡宣言」に基づくワンヘルスの推進として，①新
型コロナウイルス感染症等の感染症対策及び②主に小動
物臨床における薬剤耐性対策，並びに③マイクロチップ
の指定登録機関としての体制整備について，事業推進委
員会に以下の検討委員会を設置し，関連する職域別部会
と連携して集中的に対応策を検討し，随時またはその結
論を得て，本会の要請活動等の施策に反映させる．
（1）ワンヘルス推進検討委員会
医師会のほか，ワンヘルスの推進に関連する団体，国
際機関等との具体的な連携強化及び活動，特に地方行政
機関との連携の下で，感染症対策，動物介在活動を含む
老齢化対策等について総合的に検討する．
（2）薬剤耐性（AMR）対策推進検討委員会
政府が策定・公表する新たな薬剤耐性（AMR）対策

行動計画（2021-2025）に基づく普及・啓発，モニタリ
ング調査等への協力，特に小動物臨床現場における抗菌
性物質の慎重使用のための具体的な対策，新しい行動計
画の推進のための方策等について検討する．

〔別記 2〕

令 和 3 年 度 事 業 計 画 書
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（3）マイクロチップ普及推進検討委員会
「動物の愛護及び管理に関する法律」（動物愛護管理法）
の改正による販売用の犬・猫等家庭動物に対するマイク
ロチップ（以下「MC」という．）装着・登録の義務化
が円滑に行われるよう，本会の登録システム整備と指定
登録機関としての業務対応，地方獣医師会と会員構成獣
医師との連携体制の構築，個人情報の適正な取扱い等獣
医師会の全体的な情報ネットワーク管理体制の構築等に
関する施策展開並びに狂犬病予防事業との一体的な運用
体制の整備等について検討する．

2 個別重要課題に対する事業運営
（1）ワンヘルスの推進に関する対応
上記 1の（1）における特別委員会の検討結果を踏ま

え，福岡宣言において具体的な実践項目として挙げられ
た①人と動物の共通感染症対策の強化，②薬剤耐性
（AMR）対策，③医学・獣医学教育の改善・整備及び④
健康で安全な社会の構築に係る課題解決のために，総論
的取組みとしての医師・獣医師の交流の促進と協力関係
の強化を図ることとし，日本医師会との連携シンポジウ
ムの開催等を実施する．特に感染症対策及び老齢化対策
（動物介在活動を含む．）の推進に関する対応は，産業動
物臨床，小動物臨床，家畜衛生・公衆衛生，動物福祉・
愛護の各部会が必要に応じて連携して取り組む．
（2）薬剤耐性（AMR）対策の推進に関する対応
上記 1の（2）における調査・検討の結果を踏まえ，

農林水産省，厚生労働省等の指導及び支援の下で，医師
会及び医師，動物用医薬品業界等と連携しつつ，産業動
物臨床及び小動物臨床部会等と連携して具体的な AMR

対策に関する獣医師，医師，動物用医薬品業界及び一般
市民との情報交流，普及活動，リスク管理施策の推進
等を行う．また，「薬剤耐性（AMR）対策アクションプ
ラン（2021-2025）」への効果的な対応に向けた施策を
推進する．
（3）マイクロチップの普及啓発に関する対応
上記 1の（3）における検討結果を踏まえ，動物愛護
管理法の一部改正によるMC装着・登録の義務化に伴
う施策が円滑に実施されるよう，本会，地方獣医師会及
び会員構成獣医師の連携体制の構築並びに社会へのMC

装着・登録に関する普及啓発等を行う．
また，本会の法に定める指定登録機関への指定を目指
し，動物適正管理個体識別登録事業におけるMCデー
タベースの情報セキュリティを強化するため本会におけ
る情報管理体制を整備する．あわせて，地方獣医師会に
おけるMCの情報収集・管理体制の構築並びに個人情
報の取扱いの適正化等，獣医師会全体の情報ネットワー
ク管理を強化することにより，指定登録機関としての業
務が円滑に実施できるよう体制整備を図る．

さらに，MCの装着・登録を狂犬病予防法の犬の登録
制度における鑑札のみでなく，注射済票の代替措置とす
ることにより，飼い主の利便性の向上を図る．また，犬
猫の所有者にMC情報を活用したさまざまな情報及び
サービスを提供することにより，MC装着の付加価値を
付与してその一層の普及を図り，MCの全頭装着・登録
に向けて効果的な運用環境を整備する．
（4）獣医療提供体制の整備に関する対応
より高度で多様な獣医療を提供するための専門獣医師
制度の構築を含む総合獣医療・専門獣医療提供体制の整
備について，関係学術団体等と連携しつつ，「専門獣医
師協議会（仮称）」の設置・運営等具体的な施策を推進
する．
なお，愛玩動物看護師法の制定による愛玩動物看護師
の国家資格化を踏まえ，本会としても，新制度の円滑な
実施，獣医療現場における獣医師と愛玩動物看護師等の
適切な役割分担，愛玩動物看護師の処遇改善と社会的地
位の向上等について検討し，各種施策を講じながらチー
ム獣医療提供体制の構築等を推進する．
（5）豚熱等への対応
豚熱（CSF），アフリカ豚熱（ASF）等への対策につ
いては，本会に豚熱等家畜伝染病対策検討委員会を設置
し，農林水産省の指導の下にこれらの疾病への防疫対応
における本会や地方獣医師会の協力支援方策について検
討を行い，検討の結果を踏まえて速やかに要請活動等必
要な措置を講じる．
（6）新型コロナウイルス感染症への対応
新型コロナウイルス感染症への対応については，本会
に「新型コロナウイルス感染症等緊急対策本部」を設置
して検討の上，「愛玩動物と新型コロナウイルス感染症
について」及び「新型コロナウイルス感染症に対する小
動物診療施設等の対応について」等の見解を発表し，地
方獣医師会，会員構成獣医師及び一般への情報普及に努
めているところであり，本件については，今後も対策本
部及び関係部会委員会において検討を行い，検討の結
果を踏まえて必要な措置を講じる．

3 勤務獣医師の処遇と職場環境の改善及び女性獣医師
の活躍推進に関する対応
勤務獣医師の処遇改善については，福岡県及び徳島県
における特定獣医師職給料表の新設をはじめ，各自治体
の勤務獣医師に対する初任給調整手当の拡充等の成果を
上げているが，今後も獣医師独自の給料表の創設，期限
付きの初任給調整手当に代わる恒久的な給与改善措置等
の処遇改善に係る対応及び魅力ある業務内容への改善が
全国的に一層拡大するよう，地方獣医師会と連携しなが
ら要請活動を強化する．
女性獣医師の就業継続及び復職への支援等，女性獣医
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師の活躍推進については，平成 25～26年度の女性獣医
師支援特別委員会における検討結果を踏まえ，女性獣医
師活躍推進委員会において就業支援対策を検討し，逐次
実行する．「女性獣医師が活躍する職場は，男性獣医師を
含むすべての獣医師が活躍できる職場である．」という
理念の下で，勤務条件及び職場環境の向上のための取組
みを強化する．

4 緊急災害時動物救護活動への対応
緊急災害時の対応については，地方獣医師会における
対応及び日本獣医師会における対応を検討し，ガイドラ
イン及びマニュアルを策定したところである．現在，動
物福祉・愛護委員会において，ガイドライン及びマニュ
アルに沿った具体的な施策を検討中である．検討結果を
踏まえて VMAT構成員の養成・登録及び全国的な派遣
体制の構築等の救護体制を整備し，緊急災害発生時にお
ける動物救護活動及び獣医療提供体制復旧の支援に備え
る．なお，VMATの養成については災害動物医療研究会
が行っていた VMAT講習会を継承し，さらに内容の充
実強化及び専門獣医師制度への位置づけ等を推進する．

5 獣医学教育環境の国際水準への整備充実に関する対応
本会が文部科学省及び獣医学系大学等多くの関係者と
尽力してきた獣医学教育環境の国際水準化に向けての取
組みを継続する．また，獣医学実践教育推進協議会を通
じて，コア・カリキュラムの見直し，第三者評価の適切
な実施等に関する支援を行う．特に，診療参加型臨床実
習及び体験型家畜衛生・公衆衛生実習については，農業
共済団体や関係する行政機関等の実習受入機関と獣医学
系大学との連携を強化し，支援体制の整備に努める．

6 国際交流事業の振興に関する対応
獣医学術に関する国際交流の推進のため，世界獣医師
会（WVA）及びアジア獣医師会連合（FAVA）等の関係
国際機関の活動に一層積極的に参加する．特に，本会藏
内会長が FAVA副会長に就任したことを受け，同会の
活動においてリーダーシップを発揮する．
令和 4年の開催が決定した第 22回 FAVA大会（福岡）
については，組織委員会において具体的方策を検討し，
その決定に従って開催準備を進める．なお，令和 3年
10月にマレーシア・サラワクで開催予定であった第 21

回 FAVA大会は令和 5年（2023年）に延期されたため，
令和 4年の大会は第 21回 FAVA大会（福岡）として開
催されることとなった．
東アジア三カ国（日本・韓国・台湾）における獣医学
術交流については，大韓獣医師会，台湾獣医師会と連携
して合同シンポジウムの開催，WVA，FAVAへの働き
かけを積極的に実施する．

また，日本中央競馬会及び公益財団法人 全国競馬・畜
産振興会の助成を受けて行うアジア地域臨床獣医師等総
合研修・ネットワーク事業を適正に実施し，アジア地域
の家畜衛生事情の向上に努めることによりわが国への越
境性感染症の侵入防止を図るとともに，アジア地域各国
の獣医師会及び研修修了獣医師との連携を一層強化する．
これらの国際交流活動を通じて本会の国際貢献を図る
とともに，昨年度作成した英語版ホームページ（HP）を
介して情報を海外に発信する．

7 組織の強化に関する対応
地方獣医師会の組織率向上を図るため，特に，新規若
手獣医師等に対する有用かつ魅力ある獣医師活動を提供
する等，獣医師会組織の強化方策について検討を行い適
宜実施する．特に，専門獣医師制度の構築に伴う獣医学
術学会等の企画内容の見直し，地方獣医師会及び会員構
成獣医師との連携下でのMC登録，狂犬病予防事業及
び付加価値サービスの一体的運用体制の確立による業務
の拡大等を推進する．
本会の業務活動見直しのため，本会と地方獣医師会等
の役割分担，活動の連携等について具体的な方向性を検
討するとともに，その結果を反映した本会事業のスク
ラップアンド・ビルドの実践，事務局体制の効率化，健
全な財政運営を図る．
あわせて，本会の組織の強化及び社会プレゼンスの向
上のため，一般向け及び地方獣医師会・会員構成獣医師
向けの広報の強化を図るとともに，獣医学術学会年次大
会や動物感謝デーなどの効率的な運営を行う．
なお，新型コロナウイルスの感染拡大を受けて，会議，
研修会・講習会，シンポジウム，学会等の開催等事業の
実施に当たっては対面による対応を基本とするが，状況
によってはWebを活用することも考慮する．また，地
方獣医師会の事業においてもWebの活用を推奨するこ
ととし，Webによる事業実施の方法等について助言を
行う．

Ⅱ 事業別の対応

1 公益目的事業
（1）部会委員会等運営事業
ア 部会委員会の運営
獣医学術，産業動物臨床，小動物臨床，家畜衛生・
公衆衛生，動物福祉・愛護等の獣医師職域に係る諸課
題及び各職域に属さないまたは複数の部会に重複する
課題については，職域別の事業運営機関である「部会」
に委員会を設置して検討してきたところである．各部
会委員会における検討に当たっては検討課題を絞り，
課題ごとに関連部会が連携して検討を行うこととする．
これらの検討結果を踏まえ，広く国民の生活向上に
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貢献できる獣医療を提供することを目的として積極的
に活動するとともに，関係機関への提言・要請等必要
な施策を講じる．
獣医学教育の整備充実については，診療参加型臨床
実習及び体験型家畜衛生・公衆衛生実習における実習
環境の整備・提供等に積極的に協力し，獣医学実践教
育推進協議会を通じて調整・支援することによりわが
国獣医学教育の国際水準化達成に向けた取組みを一層
推進する．
また，勤務獣医師の処遇改善については，関連部会
の意見を反映し，関係団体及び地方獣医師会との連
携を図りながら対応する．
イ 個別課題への対応
個別課題については，事業推進特別委員会のもとに
次の検討委員会を設置し，重点的に検討を行い，積極
的に活動するとともに，検討の結果を踏まえて，関係
機関への提言・要請等必要な施策を講じる．
（ア）ワンヘルス推進検討委員会
（イ）薬剤耐性（AMR）対策推進検討委員会
（ウ）マイクロチップ普及推進検討委員会

また，専門獣医療提供体制の整備については，「専
門獣医師協議会（仮称）」において，豚熱（CSF）及
び新型コロナウイルス感染症への対応については，
それぞれ，豚熱等家畜伝染病対策検討委員会，新型
コロナウイルス感染症等緊急対策本部において検討
の上，その結果に基づいて施策を講じる．

（2）獣医師・獣医療倫理向上対策事業
獣医師が専門職としての社会的な信頼を得てその責
任を果たすため，獣医師の職業倫理に関わる検討を行っ
て本会の対応方針を決定するとともに，「獣医師の誓い 

─ 95年宣言」，「産業動物医療・小動物医療の指針」等
の普及啓発に努める．あわせて，地方獣医師会と連携し
て倫理向上の普及啓発のため講習会，研修会等を開催
し，法令違反等の情報提供を行う．また，法令遵守に資
するため，法定事項とされる各般の獣医療提供証明行為
等に係る書式等の作成提供を行う．
（3）災害対策事業
本会で作成したガイドライン及びマニュアルの内容を
踏まえ，緊急災害時における本会の動物救援対策を円滑
に行うための具体的な施策，各ブロック及び地方獣医師
会における動物救援対策実施のための体制整備，訓練等
への支援を適宜実施する．また，各地での被災動物救護
活動が円滑に行われるよう，平常時の準備（VMATの
養成・整備のための講習会の開催を含む．），発災時の救
護活動の対応及び救護活動の収束等のさまざまなステー
ジにおける地域の活動を支援するとともに，被災地にお
ける獣医療提供体制の復旧を支援する．さらに，緊急災
害時の動物救護に係る地域拠点施設の整備を支援する．

（4）動物福祉適正管理施策支援事業
改正動物愛護管理法の普及啓発に努め，その円滑な施
行に資するとともに，「所有者責任原則」に基づく動物
福祉・適正管理施策の推進を支援するために，以下の事
業を展開する．
ア 動物適正管理個体識別登録等普及推進事業
マイクロチップ普及推進検討委員会における検討結
果を踏まえ，動物愛護管理法の一部改正によるMC

装着・登録の義務化が円滑に実施されるよう，MC装
着・登録に関する普及啓発を行う．また，本会の動物
適正管理個体識別登録事業におけるMCデータベー
スの情報セキュリティを強化し，法に定める指定登録
機関への指定を目指す．
さらに，MCの装着・登録を狂犬病予防法の犬の登
録制度における鑑札のみでなく，注射済票の代替措置
とするほか，MC番号をキーとして飼い主の利便性の
向上を図るさまざまな情報やサービスを提供し，飼育
者にMC装着の付加価値を付与してMCの一層の普
及を図ることにより，全頭装着・登録及び狂犬病予防
事業と一体化した円滑かつ効果的な運用に向けて環
境を整備する．
なお，本事業の実施に当たっては，動物 ID普及推
進会議（AIPO）を通じて他の関係団体と連携して円
滑な推進を図るため，組織の強化，充実及び新たな事
業展開に努める．
イ 動物福祉愛護対策推進事業
動物愛護管理法についての普及啓発活動に努め，同
法の円滑な施行に資する．
特に，次世代を担う子ども達の動物福祉と愛護の精
神の涵養に資するため，動物の福祉・愛護に関する児
童文学作品を対象とする日本動物児童文学賞の贈呈，
学校における動物飼育や各種福祉施設や病院等におけ
る動物とのふれあい活動等への支援を行う．

（5）獣医事対策等普及啓発・助言相談・情報提供対応
事業
獣医師・獣医療，獣医学術の果たすべき社会的役割の
普及啓発とともに，獣医療及び動物福祉の増進と適正管
理に関する技術と知識に関する助言・相談，情報提供
等を行い，本会事業の一層の発展を期する．
ア 普及啓発活動事業
「2021動物感謝デー in JAPAN“World Veterinar y 

Day”」は，2021年 10月 2日（土）に東京都において
令和 3年度動物愛護週間中央行事（屋外行事）と同時
開催し，一般市民向けに人と動物の共生，獣医師の職
域と役割等に係る普及啓発を行う．2020年の新型コ
ロナウイルス感染症の拡大を受け同年のイベントが中
止されたことを踏まえ，2021年度の開催に向けて地
方獣医師会及び動物福祉・愛護関係団体との連携を図

       



471

るとともに，獣医学系大学及び獣医学生団体の参加並
びに獣医療，畜産関係及び動物関連産業界からの協
賛・支援について引き続き協力要請を行う．併せて，
インターペット等の動物関係行事を通じて関係者との
連携を図る一方，引き続き動物感謝デー等，本会の普
及啓発対策の在り方について検討する．
本会の活動に関する普及啓発材料としてポスター，
パンフレット等の作成，配布を行う．また，海外との
情報交換において活用するため，既に作成した英語版
ホームページ及び英語版パンフレットの見直しを適宜
行い，国際的な情報の提供を図る．
イ 助言相談事業
獣医療，獣医学術・教育，家畜衛生，公衆衛生，動
物薬事などの獣医事，動物福祉・愛護等に関する市
民，動物関連産業界，マスメディア，その他関係機
関・団体等からの相談・照会等への対応に努めるとと
もに，その成果については，地方獣医師会及び会員構
成獣医師に情報提供する．
ウ 情報等提供対応事業
本会の組織の強化及び社会プレゼンスの向上のた
め，ホームページ，メールマガジン，プレスリリース
等により獣医事対策等に関する情報提供及び普及啓
発を強化する．
また，関係情報の収集・提供にあたっては，構成獣
医師異動処理システム，マイクロチップデータベース
等に記録された個人情報の保守を強化し，情報の流
出，システムの破壊等への有効な対策の導入を行うと
ともに，地方獣医師会事務局に対する講習の実施等に
より，全国の獣医師会全体のネットワークの情報セ
キュリティ強化のための対策を検討し，実行する．
エ 獣医事・獣医学術教材提供事業
必要に応じて，獣医師生涯研修用教材等の獣医学術
専門教材，動物適正飼育管理普及教材の作成及び提
供を行う．

（6）獣医事対策等国内外連携交流推進事業
各種獣医事対策に関し，国内外の関係者との連絡調
整を行う．
ア 獣医事対策等を推進するに当たって，地方獣医師
会，関係省庁，大学等教育機関，関係団体，動物関係
産業界等との連携調整及び会議の開催，関係団体等の
公益目的事業に対する後援・協賛・賛助等による支
援を行う．特に日本医師会との連携については，ワン
ヘルス推進検討委員会において具体的な検討を行い，
人と動物の共通感染症，薬剤耐性（AMR）に関するシ
ンポジウムの開催等を通じて関係者の情報共有を図る．
なお，チーム獣医療提供体制整備のための愛玩動物
看護師の国家資格化への対応については小動物臨床委
員会における検討結果を踏まえ，また，診療参加型臨

床実習，体験型家畜衛生・公衆衛生実習に関する体制
整備については獣医学実践教育推進協議会を通じて調
整，支援を行う．
また，専門獣医師制度については，本会内に設置す
る「専門獣医師協議会（仮称）」における協議結果を
踏まえ，関係学協会と連携しながら専門獣医師制度の
構築に係る具体的な施策を推進する．
イ 本会の獣医学術部会を中心に獣医学術交流のあり方
について検討を行い，WVA・FAVA等の獣医学術に
関する国際機関・団体，その他の諸外国獣医師会等関
係者との連携・協力を図る．FAVA活動においては，
藏内会長の FAVA副会長就任及び 2022年の FAVA会
長就任（予定）を受けて，同会長の FAVA会務の支
援を積極的に行い，FAVA活動を通じて獣医事の国際
的な振興・普及に一層の貢献を図る．

2022年，福岡県における開催が決定した第 21回
FAVA大会については，開催準備を鋭意進めていく．
また，東アジア三カ国（日本・韓国・台湾）における
獣医学術交流については，平成 30年に調印した覚書
（MoU）に基づき，活動を推進する．
（7）獣医事対策等調査研究事業
獣医療提供体制整備推進対策等，国内外の調査研究事
業の実施に努め，その事業成果を獣医事施策の推進に反
映させることにより，獣医事の向上に資する．
（8）獣医学術学会事業
獣医学術に関する調査・研究業績の発表，討論及び講
演並びに市民公開講座等を獣医学術学会年次大会におい
て開催するとともに，獣医学術の功績者に対する獣医学
術賞の選考・審査・表彰を行って学術業績評価に努め
る．獣医学術分野別 3学会で構成する学術学会について
は，その運営について獣医学術部会で検討を行う．
また，各地区単位で開催される獣医学術地区学会の運
営についても総務委員会における検討結果を踏まえ，令
和 4年度からの実施に向けて対応する．
なお，令和 3年度の日本獣医師会獣医学術学会年次大
会は，令和 4年 1月 21日（金）～23日（日）までの 3日間，
会場は神戸国際会議場において開催する．
（9）獣医学術振興・人材育成事業
ア 日本獣医師会雑誌提供事業
獣医学術の振興・普及，獣医事及び動物福祉等に関
する専門情報の提供，更には，獣医師をはじめ広く獣
医療従事者の人材育成を担う学術専門情報媒体として
日本獣医師会雑誌（日獣会誌）を編集・発刊するとと
もに，獣医療をはじめとする獣医事全般，動物の福祉，
野生動物保護を含む動物の適正管理など総合的な情報
の媒体としての誌面を提供する．また，日獣会誌のう
ち獣医学術学会誌については，①産業動物臨床・家畜
衛生関連部門，②小動物臨床関連部門，③獣医公衆衛

       



472

生・野生動物・環境保全関連部門ごとに投稿された調
査・研究論文の原著，短報等を掲載し，獣医学術の業
績評価により獣医師の人材育成に資する．なお，獣医
学術学会誌については，平成 25年 4月から紙媒体の
みでなく，電子媒体を利用した国内外への発信・提供
に努めてきたが，近年のオンラインツールの一層の利
便性向上を踏まえ，獣医学術学会誌編集委員会，地方
獣医師会等の意見を聞いたうえで，令和 4年 1月号か
ら電子媒体への一本化に取り組む．
イ 獣医師生涯研修事業
地方獣医師会はじめ，獣医学系大学，獣医学術団体
等の協力の下，小動物・産業動物診療，家畜衛生・公
衆衛生，教育・試験研究機関など多岐にわたる職域に
就業する獣医師のために，各職域の特性に応じた研修
プログラムの策定，研修プログラムに参加する場の提
供，研修プログラム参加の評価を行うことにより，獣
医師の人材養成と質の確保に努める．
また，本事業と専門獣医師制度の養成プログラムと
の連携を図ることにより，参加者への動機づけを行う．
ウ 獣医学術講習会・研修会事業
（ア）獣医学術振興・普及及び国際交流等助成事業

獣医学術の振興・普及及び獣医事の向上を目的と
するシンポジウム，講習会，セミナー等を地方獣医
師会，その他獣医学術団体等の支援・協力の下で開
催し，広く獣医学術の振興・普及と獣医師等の人材
育成に努める．なお，講習会，セミナー等について
は，映像の収録とインターネットを利用した情報配
信に努め，波及効果の向上を図る．専門獣医師制度
に向けて，「専門獣医師協議会（仮称）」における協
議結果を踏まえ，専門獣医師の養成に係る講習会，
セミナー等を開催する．
また，WVA，FAVA等の獣医学術に関する国際
機関・団体，その他の諸外国獣医師会等関係者との
連携・協力を図り，アジア地域臨床獣医師等総合研
修・ネットワーク事業を適正に運営し，アジア地域
における家畜衛生事情の向上に努めるとともに，ア
ジア地域各国の獣医師会及び研修修了獣医師との連
携を一層強化する．
新型コロナウイルス感染症の影響により，シンポ
ジウム等の学術イベントがWeb開催される機会が
増えていることを受け，積極的に広報を行って参
加を呼びかける．特に，会員構成獣医師にとって英
語で行われる国際シンポジウムにWebを介して参
加できる機会は貴重であると思われるため，これら
の広報に注力する．
福岡県において開催する第 21回 FAVA大会の開
催等を通じて国際的な獣医事関係情報を交換・普及
することにより，わが国の獣医師が獣医学的知識・

技術の向上を図るための活動等に積極的に貢献する．
（イ）女性獣医師活躍推進対策事業

女性獣医師の活躍推進については，職域総合部会
の女性獣医師活躍推進委員会における検討の結果に
基づき，研修会の開催，情報提供活動等を行うとと
もに，「女性獣医師が活躍する職場は，男性獣医師を
含むすべての獣医師が活躍できる職場である．」と
いう理念を具体化するために，勤務条件の改善及び
職場環境の向上のための取組みを強化する．

（10）獣医学術振興調査研究事業
獣医学術に関する産業動物臨床，小動物臨床及び獣医
公衆衛生各部門の振興・普及と獣医師人材の育成対策に
係る国内外の調査研究事業の実施に努めるとともに，獣
医学術振興施策の推進に反映させ，その事業成果を公表
し，獣医学術の普及と獣医師人材の育成に資する．

2 収 益 事 業
公益目的事業の推進に資するために行う不動産の貸付
本会が所有する基本財産である不動産の適正管理及び
運営に努めるとともに，不動産貸付事業として貸付を行
い，本事業の収益の一部を公益目的事業の実施費用とし
て充当し，公益目的事業の円滑な推進に資する．
なお，本会が区分所有する新青山ビルは築 43年を迎
え，その資産価値の維持・向上を図るため，三菱地所株
式会社と合意した長期修繕工事の的確な実施に努めると
ともに，将来における新青山ビルの建替えに備え，建替
え資金の造成方法について検討し，適宜対応する．
また，本会の財政基盤の強化のため，獣医事に係る収
益事業の在り方について検討を行い，その結果に基づい
て収益事業に積極的に取り組む．

3 その他事業（相互扶助等の共益目的事業）
公益目的事業の推進に資するために行う獣医師の福祉
等の向上対策

（1）獣医師福祉共済事業
本会が契約者として実施する獣医師福祉共済事業（獣
医師生命共済事業，獣医師医療共済事業，獣医師年金共
済事業，獣医師賠償共済事業及び獣医師所得補償事
業）を推進するとともに，一層の普及に努める．特に，
①令和 2年度から保険契約内容が変更された獣医師賠償
共済事業（診療施設契約・獣医師個人契約，狂犬病予防
注射事業契約）及び②獣医師総合福祉生命共済保険の加
入率向上については，引受保険会社と地方獣医師会との
連携，協力の下で，会員構成獣医師等の福利厚生事業と
して一層の推進に努める．
（2）褒賞・慶弔等事業
「日本獣医師会褒賞規程」及び「日本獣医師会慶弔等
規程」等の関係規程に基づく褒賞・慶弔等事業のほか，
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小学生等による動物愛護作品の優秀者に対する褒賞につ
いては，「日本獣医師会動物愛護週間関連行事褒賞規程」
に基づき実施する．

4 そ の 他
事業 1，2，3に掲げた事業以外で緊急に対応する必
要が生じた事項については，必要に応じ，理事会等にお
いて協議等の手続きを経たうえで実施する．
なお，新型コロナウイルスの感染拡大を受けて，会議，

研修会・講習会，シンポジウム，学会等の開催等事業の
実施に当たっては対面による対応を基本とするが，状況
によってはWebを活用することも考慮する．また，地
方獣医師会の事業においてもWebの活用を推奨するこ
ととし，Webによる事業実施の方法等について助言を
行う．
また，Webによる研修会・講習会，シンポジウム，
学会等のイベントの開催について，会員構成獣医師に広
報して参加を促す．
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（
単
位
：
円
）

科
　
　
　
目

予
　
算
　
額

前
年
度
予
算
額

増
　
減
　
額

Ⅰ
　
一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

1
　
経
常
増
減
の
部

（
1）
経
　
常
　
収
　
益

ア
　
基
本
財
産
運
用
益

86
,1
55

,0
00

86
,1
55

,0
00

0
ア

 貸
室
料
収
益

81
,3
31

,0
00

81
,3
31

,0
00

0
イ

 駐
車
料
収
益

2,
37
6,
00
0

2,
37
6,
00
0

0
ウ

 地
　
　
　
代

2,
44
8,
00
0

2,
44
8,
00
0

0
イ
　
特
定
資
産
運
用
益

10
,0
11

,0
00

10
,0
11

,0
00

0
ア

 特
定
資
産
受
取
利
息

10
,0
11

,0
00

10
,0
11

,0
00

0
ウ
　
受
取
会
費

15
5,
46
9,
00
0

15
7,
86
5,
00
0

△
2,
39
6,
00
0

ア
 会
員
会
費

15
2,
82
9,
00
0

15
5,
16
5,
00
0

△
2,
33
6,
00
0

イ
 賛
助
会
員
会
費

2,
64
0,
00
0

2,
70
0,
00
0

△
60

,0
00

エ
　
事
業
収
益

41
3,
85
5,
00
0

38
0,
41
5,
00
0

33
,4
40

,0
00

ア
 獣
医
師
・
獣
医
療
倫
理
向
上
対
策
事
業
収
益

12
,0
00

,0
00

12
,8
00

,0
00

△
80
0,
00
0

イ
 動
物
福
祉
適
正
管
理
施
策
支
援
事
業
収
益

32
4,
00
0,
00
0

29
5,
00
0,
00
0

29
,0
00

,0
00

ウ
 情
報
等
提
供
対
応
事
業
収
益

0
10

,0
00

△
10

,0
00

エ
 獣
医
学
術
振
興
・
人
材
育
成
事
業
収
益

10
,3
05

,0
00

9,
40
5,
00
0

90
0,
00
0

オ
 福
祉
共
済
事
業
収
益

15
,7
00

,0
00

15
,2
50

,0
00

45
0,
00
0

カ
 学
会
年
次
大
会
事
業
収
益

46
,7
50

,0
00

46
,7
50

,0
00

0
キ

 災
害
対
策
事
業
収
益

5,
10
0,
00
0

1,
20
0,
00
0

3,
90
0,
00
0

オ
　
受
取
助
成
金
等

15
,5
00

,0
00

15
,5
00

,0
00

0
ア

 日
本
中
央
競
馬
会
賛
助
金

10
0,
00
0

10
0,
00
0

0
イ

 獣
医
事
対
策
等
普
及
啓
発
協
賛
金

15
,4
00

,0
00

15
,4
00

,0
00

0
カ
　
受
取
寄
附
金

0
4,
35
6,
00
0

△
4,
35
6,
00
0

ア
 西
日
本
豪
雨
災
害
動
物
救
護
活
動
等
支
援
金
振
替

0
4,
35
6,
00
0

△
4,
35
6,
00
0

キ
　
雑
　
収
　
益

35
9,
00
0

35
9,
00
0

0
ア

 受
取
利
息

24
,0
00

24
,0
00

0
イ

 雑
　
収
　
益

33
5,
00
0

33
5,
00
0

0
経

常
収

益
計

68
1,
34
9,
00
0

65
4,
66
1,
00
0

26
,6
88

,0
00

〔
別
記
3〕

令
和
3
年
度
　
収
支
予
算
書
（
正
味
財
産
増
減
方
式
）

自
　
令
和
3
年
4
月
1
日

至
　
令
和
4
年
3
月
31
日

（
単
位
：
円
）

科
　
　
　
目

予
　
算
　
額

前
年
度
予
算
額

増
　
減
　
額

（
2）
経
　
常
　
費
　
用

ア
　
事
　
業
　
費

67
6,
21
0,
00
0

65
2,
99
1,
00
0

23
,2
19

,0
00

ア
 役
員
報
酬

17
,8
87

,0
00

17
,1
27

,0
00

76
0,
00
0

イ
 給
　
与
　
費

11
5,
24
2,
00
0

10
8,
97
8,
00
0

6,
26
4,
00
0

ウ
 役
員
退
任
慰
労
金

0
0

0
エ

 職
員
退
職
給
付
金

0
0

0
オ

 福
利
厚
生
費

16
,1
58

,0
00

16
,7
86

,0
00

△
62
8,
00
0

カ
 会
　
議
　
費

5,
30
7,
00
0

5,
28
4,
00
0

23
,0
00

キ
 旅
費
交
通
費

37
,0
66

,0
00

37
,0
91

,0
00

△
25

,0
00

ク
 通
信
運
搬
費

65
,3
97

,0
00

62
,6
56

,0
00

2,
74
1,
00
0

ケ
 減
価
償
却
費

21
,9
45

,0
00

19
,3
61

,0
00

2,
58
4,
00
0

コ
 消
耗
備
品
費

87
2,
00
0

87
2,
00
0

0
サ

 消
耗
品
費

6,
39
6,
00
0

6,
39
6,
00
0

0
シ

 仕
　
入
　
費

18
7,
00
0

18
0,
00
0

7,
00
0

ス
 修
　
繕
　
費

26
1,
00
0

26
1,
00
0

0
セ

 資
料
図
書
費

50
7,
00
0

50
7,
00
0

0
ソ

 印
刷
製
本
費

71
,2
22

,0
00

73
,1
92

,0
00

△
1,
97
0,
00
0

タ
 水
道
光
熱
費

69
8,
00
0

69
8,
00
0

0
チ

 賃
　
借
　
料

16
,5
52

,0
00

3,
24
4,
00
0

13
,3
08

,0
00

ツ
 支
払
保
険
料

1,
83
0,
00
0

15
6,
00
0

1,
67
4,
00
0

テ
 支
払
報
酬

13
,2
06

,0
00

13
,1
81

,0
00

25
,0
00

ト
 慶
　
弔
　
費

2,
70
0,
00
0

2,
70
0,
00
0

0
ナ

 表
　
彰
　
費

2,
05
0,
00
0

2,
05
0,
00
0

0
ニ

 維
持
管
理
費

23
,7
84

,0
00

23
,7
84

,0
00

0
ヌ

 租
税
公
課

11
,6
54

,0
00

10
,6
71

,0
00

98
3,
00
0

ネ
 支
払
負
担
金

1,
09
5,
00
0

1,
09
5,
00
0

0
ノ

 支
払
手
数
料

79
,4
01

,0
00

80
,8
81

,0
00

△
1,
48
0,
00
0

ハ
 普
及
啓
発
活
動
費

10
,7
50

,0
00

10
,2
50

,0
00
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0,
00
0

ヒ
 事
業
運
営
費

46
,8
30

,0
00

46
,9
90

,0
00

△
16
0,
00
0
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（
単
位
：
円
）

科
　
　
　
目

予
　
算
　
額

前
年
度
予
算
額

増
　
減
　
額

フ
 委
　
託
　
費

91
,9
34

,0
00

95
,4
83

,0
00

△
3,
54
9,
00
0

ヘ
 支
払
寄
附
金

0
0

0
ホ

 賞
与
引
当
金
繰
入
額

7,
50
5,
00
0

6,
28
7,
00
0

1,
21
8,
00
0

マ
 役
員
退
任
慰
労
引
当
金
繰
入
額

1,
73
7,
00
0

1,
73
7,
00
0

0
ミ

 職
員
退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額

5,
84
7,
00
0

4,
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3,
00
0

94
4,
00
0

ム
 雑
　
　
　
費
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0,
00
0

19
0,
00
0

0
イ
　
管
　
理
　
費

61
,8
85

,0
00

61
,4
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,0
00

47
5,
00
0

ア
 役
員
報
酬

7,
30
8,
00
0

7,
30
8,
00
0

0
イ

 給
　
与
　
費

17
,3
72

,0
00

16
,4
28

,0
00

94
4,
00
0

ウ
 役
員
退
任
慰
労
金

0
0

0
エ

 職
員
退
職
給
付
金

0
0

0
オ

 福
利
厚
生
費

2,
77
3,
00
0

2,
86
3,
00
0

△
90

,0
00

カ
 会
　
議
　
費

2,
17
1,
00
0

3,
52
2,
00
0

△
1,
35
1,
00
0

キ
 旅
費
交
通
費

4,
98
2,
00
0

5,
41
7,
00
0

△
43
5,
00
0

ク
 通
信
運
搬
費

41
7,
00
0

46
4,
00
0

△
47

,0
00

ケ
 減
価
償
却
費

3,
03
3,
00
0

2,
35
3,
00
0

68
0,
00
0

コ
 消
耗
備
品
費

12
8,
00
0

12
8,
00
0

0
サ

 消
耗
品
費

79
4,
00
0

79
4,
00
0

0
シ

 修
　
繕
　
費

39
,0
00

39
,0
00

0
ス

 資
料
図
書
費

12
,0
00

13
,0
00

△
1,
00
0

セ
 印
刷
製
本
費

35
0,
00
0

12
2,
00
0

22
8,
00
0

ソ
 水
道
光
熱
費

10
2,
00
0

10
2,
00
0

0
タ

 賃
　
借
　
料

31
9,
00
0

25
6,
00
0

63
,0
00

チ
 支
払
保
険
料

72
,0
00

46
,0
00

26
,0
00

ツ
 支
払
報
酬

49
9,
00
0

49
9,
00
0

0
テ

 慶
　
弔
　
費

50
,0
00

50
,0
00

0
ト

 表
　
彰
　
費

10
,0
00

10
,0
00

0
ナ

 交
　
際
　
費

60
0,
00
0

60
0,
00
0

0
ニ

 維
持
管
理
費

11
,0
78

,0
00

11
,0
76

,0
00

2,
00
0

ヌ
 租
税
公
課

1,
82
9,
00
0

1,
82
9,
00
0

0
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目

予
　
算
　
額

前
年
度
予
算
額

増
　
減
　
額

ネ
 支
払
負
担
金

4,
23
0,
00
0

4,
10
0,
00
0

13
0,
00
0

ノ
 支
払
手
数
料

16
9,
00
0

16
9,
00
0

0
ハ

 委
　
託
　
費

12
2,
00
0

12
2,
00
0

0
ヒ

 賞
与
引
当
金
繰
入
額

1,
13
1,
00
0

94
8,
00
0

18
3,
00
0

フ
 役
員
退
任
慰
労
引
当
金
繰
入
額

51
3,
00
0

51
4,
00
0

△
1,
00
0

ヘ
 職
員
退
職
給
付
引
当
金
繰
入
額

88
2,
00
0

73
8,
00
0

14
4,
00
0

ホ
 雑
　
　
　
費

90
0,
00
0

90
0,
00
0

0
経

常
費

用
計

73
8,
09
5,
00
0

71
4,
40
1,
00
0

23
,6
94

,0
00

当
期
経
常
増
減
額

△
56

,7
46

,0
00

△
59

,7
40

,0
00

2,
99
4,
00
0

2
　
経
常
外
増
減
の
部

（
1）
経
常
外
収
益

経
常
外
収
益
計

0
0

0
（
2）
経
常
外
費
用

経
常
外
費
用
計

0
0

0
当
期
経
常
外
増
減
額

0
0

0
他
会
計
振
替
額

0
0

0
税
引
前
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

△
56

,7
46

,0
00

△
59

,7
40

,0
00

2,
99
4,
00
0

法
　
　
人
　
　
税
　
　
等

70
,0
00

70
,0
00

0
当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額

△
56

,8
16

,0
00

△
59

,8
10

,0
00

2,
99
4,
00
0

一
般
正
味
財
産
期
首
残
高

2,
28
3,
70
5,
00
0

2,
33
9,
48
4,
00
0

─
一
般
正
味
財
産
期
末
残
高

2,
22
6,
88
9,
00
0

2,
27
9,
67
4,
00
0

─
Ⅱ
　
指
定
正
味
財
産
増
減
の
部

（
1）
特
定
資
産
運
用
益

0
0

0
ア
　
特
定
資
産
受
取
利
息

0
0

0
（
2）
一
般
正
味
財
産
へ
の
振
替
額

0
4,
35
6,
00
0

△
4,
35
6,
00
0

ア
　
特
定
資
産

0
4,
35
6,
00
0

△
4,
35
6,
00
0

当
期
指
定
正
味
財
産
増
減
額

0
△
4,
35
6,
00
0

4,
35
6,
00
0

指
定
正
味
財
産
期
首
残
高

0
4,
37
8,
00
0

─
指
定
正
味
財
産
期
末
残
高

0
22

,0
00

─
Ⅲ
　
正
味
財
産
期
末
残
高

2,
22
6,
88
9,
00
0

2,
27
9,
69
6,
00
0

─
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